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第 235 回  金融機関 業務推進セミナー 

 

 

儲かる農業、雇用を生み出す農業、 

地域活性化に繋がる農業をいかに創るか 
～地域金融機関の支援視点と施策を探る～ 

 

米国の TPP 離脱によって TPP は忘れ去られ、ほっとしている人が多いと言われています

が、政府は農業改革を強力に推し進めており、第三次農業改革という人もいるほど農業は

激動期に突入しています。国の方針を理解し、「儲かる農業、雇用を生み出す農業、地域活

性化に繋がる農業」を創る必要があります。 

本セミナーでは、千葉大学植物工場の視察と担当教授の講義、創業に成功した経営者の

講話、事業性評価の視点などを通して、農業について地域金融機関として期待される役割

や具体的な支援視点・施策を探ります。 

      

・農業ビジネスの特性、基本的な事柄を理解していますか？ 

・国の目指す目標や方針などを理解していますか？ 

・農業が儲かる事業になるために何が必要かを言えますか？ 

・農業ビジネスにおける成功モデルが産まれているのをご存じですか？ 

・花開きつつある植物工場の最近の状況をご存知ですか？ 

・国の支援の全体像を理解していますか？ 

・金融機関として地域活性化のために農業を活かしていますか？ 

開催日：２０１８年１１月５日（月）・６日（火） ２日間 

会 場：ニッキンホール（東京・市ヶ谷） 

講 師：ＳＫＹ経営研究所    代表取締役社長  横山 皓一氏 

                          

CMC 
Computer Based Management College 

https://www.nikkin.co.jp/cmc.html  
※上記サイトからＷｅｂでの申し込みが出来ます 

 

後援 

一 般 社 団 法 人 全 国 地 方 銀 行 協 会 

一 般 社 団 法 人 第 二 地 方 銀 行 協 会 

一 般 社 団 法 人 全 国 信 用 金 庫 協 会 

一般社団法人全国信用組合中央協会 

（関係部門へご回覧下さい）   

https://www.nikkin.co.jp/cmc.html


☆コースのねらい 
・政府の支援は手厚いが、法規制が厳しい農業を取り上げ、一般事業会社との違いを明確にしつつ、支

援方法を分かりやすく解説します。 

・農林水産省の支援による日本最大規模の研究拠点「千葉大学拠点植物工場」の視察（※交通費は各自

負担願います）と担当教官（千葉大学准教授 塚越覚氏・NPO 植物工場研究会理事）の講義を受講

します。そして、農業の工業化、ビジネス化の可能性を探ります。 

・また、農業とは全く関係のない異業種から農業ビジネスを起業した事例を紹介し、農業ビジネス成功

のＫＦＳ（キー・ファクター・フォーサイセス）を探ります。 

・セミナーを通して、どのような企業に、どのような提案をし、どのような支援をすれば農業ビジネス

を成功に導くことができるか探ります。 

 

☆研修のテーマ 

・成長戦略の対象となる農業について、成長可能性の高い事業形態を明確にします。 

・業種固有の法的規制、行政の支援内容とその活用法を明確にします。 

・金融機関として融資に加えて情報提供やコンサルティング機能を発揮した支援方法を提示します。 

 

☆研修の対象 
本部の営業推進部門、専門部門の管理者及び担当者、現場の融資・営業管理者並びに担当者 

 
☆開催要綱 
日 時：１１月５日（月） １０：００受付開始  １０：３０～１６：３０ 

     １１月６日（火）  ９：００受付開始   ９：３０～１６：００ 

会 場：ニッキンホール（東京・市ヶ谷） 

    千葉大学柏の葉キャンパス(千葉・柏市) 

受講料： 

・CMC 会員価格  ６５，８８０円（本体価格 ６１，０００円） 

                 ［CMC 金融機関機械化研究会会員］ 

［CMC 金融ニュービジネス＆テクノロジー研究会会員］ 

・後援協会会員価格 ７０，２００円（本体価格 ６５，０００円） 

・一般価格     ７４，５２０円（本体価格 ６９，０００円） 

                        （昼食はこちらで用意いたします） 
 
＜講師の紹介＞ 

株式会社 ＳＫＹ経営研究所 
代表取締役社長  横山 皓一 氏 
さくら銀行（現 三井住友銀行）出身。営業店、本部勤務を経て、太陽神戸総合研究所、さく

ら総合研究所で経営コンサルティング部長、取締役として多くの企業の経営指導、研修に携わる。
その後、日本総合研究所を経て株式会社ＳＫＹ経営研究所を設立。日本生産性本部認定経営コン
サルタント、リスクマネジメント協会会員。  



 
１１月５日（月）１０：００時受付開始 

（１０：３０～１６：３０） 
ＳＫＹ経営研究所 

       代表取締役社長 横山 皓一  
 
１. 農業の特性と成長可能性 

（１）農業の事業特性 
（２）農業のバリューチェーンと基本事項 
（３）農業＆関連事業の市場規模と推移 
（４）国家目標と農業ビジネスの方向性 
（５）地域金融機関と農業ビジネス推進の 

意義 
 

２.新プレーヤーの参入推進で地域を活性化 
（１）農業への参入パターンと参入実績 
（２）参入の戦略（切り口）の類型 
（３）市場創造の新しい多様な担い手の登場

による農業の活性化 
〜建設業、製造業、流通業、飲食業、

サービス業、鉄道などの事例 
（４）農業による地域活性化戦略を描く 
 

昼食 １１：５０～１２：２０ 
 

千葉県柏市の千葉大学拠点植物工場へ移動 
（交通費は各自ご負担願います） 

 
１３：３５ 

つくばエキスプレス柏の葉キャンパス駅改札前 
 

１４：００～１６：３０（予定） 
３．農業の２次産業化、10 次産業化とその可

能性を探る 
～最先端・最大規模の植物工場視察と講義～ 
 
（１） 農林水産省支援による最先端の「千 

葉大学拠点植物工場」（柏の葉キャン 
パス）を視察 

＊研究拠点として日本最大規模の植物工場
と言われており、世界各国の研究者、実業
家、政治家などの視察が多い 

 
（２） 植物工場による農業の 2 次産業化と 

大きな可能性を探る 
＊千葉大学准教授 塚越覚氏（NPO 植物工
場研究会理事）から植物工場の普及・拡大、
市場化に向けた現状と課題などについて
レクチャーを受けます 

 
（３） 視察ポイント 
 ・太陽光利用型施設と人工光利用型施設、

選果・出荷棟、残渣再利用施設など 
・低コスト化・高収量化技術 
・最先端植物工場関連機器 
・工場毎の独自栽培方式 
・民間企業との連携状況 など 

現地解散 
 

 
１１月６日（火）９：００受付開始 

（９：３０～１６：００） 
ＳＫＹ経営研究所 

       代表取締役社長 横山 皓一  
 
４. 農業ビジネス成功のＫＦＳを探る 
  ―従来型農業ではビジネス化できない― 
（１） 高収益企業のモデル式の徹底理解 
（２） ビジネス化（事業化）とは 
（３） ３Cから４Cの時代へ 

〜オープンイノベーションを考える 
（４） 収益力増強戦略を考える 
（５） コスト低減戦略を考える 
（６）儲かるビジネスには人が集まる 
 

５. 新しい農業のビジネスモデルを考える 
 （１）儲かる仕組みが必要だ 
（２）４つのビジネスモデルの構築手法 

 （３）三方よしのビジネスモデル 
 （４）海外、国内遠方との連携ビジネスモデル 
 （５）１０次産業化ビジネスモデル 
 （６）グローバル農業ビジネスモデル 
 （７）参考事例の紹介 
 

昼食 １２：００〜１３：００ 
 
６.農業ビジネス・成功のポイントを探る 
～新しい農業ビジネスを推進する事業者の講演～ 

株式会社 生産者連合 デコポン 
  代表取締役 井尻 弘 氏 
 

「農業を楽しく、おもしろくする」をモットー
とした産地直送の生産者団体。 

美しさと安全にこだわった有機栽培または特別 
栽培で野菜と果物を取り扱う流通組織。香港や
シンガポールなど海外に販売。 
県庁職員から農業ビジネスに新規参入し、１０
億円超の企業に育て上げた。 

 （１）会社の概要 
（２）創業の経緯と経営理念 
（３）農業ビジネス成功のポイントと戦略 

 （４）海外マーケット開拓のポイント 
（５）地域金融機関に期待すること 

  
７．農業ビジネスの目利きと金融 
（１）農業の事業性評価と支援視点 
（２）政府補助金制度の全体像 
（３）農業金融の全体像 
（４）海外から学ぶ 
（５）ITC、異能、外国人材が農業を面白くする
（６）「伸びしろがある」の意味は？ 
（７）地域金融機関に期待すること 
 
 

      １６：００ 終了 



ＦＡＸ０３－３２６１－４５７０ CMC 事務局まで 

第 235 回 金融機関 業務推進セミナー 

「儲かる農業、雇用を生み出す農業、 
地域活性化に繋がる農業をいかに創るか」 

ホームページ用受講申込書（１１月５日・６日開講） 

貴社名                                 

                                              

所在地  〒 

                                             

ＴＥＬ                ＦＡＸ 

Ｅメール 

受付番号 参加者氏名 所属（部・課・グループ） 役職 

    

    

    

☆ お申し込みいただきました方には、受講証・請求書・会場地図を郵送いたします。 

☆ 一週間経過しても届かない場合はご連絡ください。 

受講料 Ａ：CMC 会員価格   ６５，８８０円（本体価格６１，０００円） 
Ｂ：後援団体会員価格 ７０，２００円（本体価格６５，０００円） 

Ｃ：一般価格     ７４，５２０円（本体価格６９，０００円） 

お問い合わせは、                      （２日間とも昼食はこちらで用意いたします） 

株式会社 CMC 

ＴＥＬ０３－３２６１－４５５０ ＦＡＸ０３－３２６１－４５７０  まで。 

注：振込先銀行 

みずほ銀行 市ヶ谷支店 普通預金 １７９７０４２     （名義） 株式会社 CMC 

振込予定日（できるだけご記入ください）   月    日 

受講についてのお願い 

①受講料は、セミナー開催日までにお振込みください。 

②銀行振込の場合は領収書を発行いたしません。 

③銀行振込に際しては、可能であれば貴社名の前に請求書番号の下３桁（枝番数字）を付記してください。 

振込手数料は貴機関でご負担をお願い申し上げます。 

④開催日一週間以内の受講キャンセルの場合、受講料の払い戻しはいたしません。 

⑤講演中の録音・撮影ならびにパソコン・携帯電話の利用はご遠慮ください。 

⑥ホームページに提携ホテル一覧がございます。特別割引もございますので是非ご利用ください。 

⑦諸般の事情により開催を中止させていただく場合がございます。 

 

６８ 


